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CS-1170の 使 用経験

中村英世.岩 田嘉行 ・林 茂

川崎市立州崎病院産婦人科

I.は じ め に

各種 感 染 症 を有 す る患 者 の治 療 に あ た り,抗 生 剤 の 選

択 に迷 い。後に 後悔,反 省 の念 を もち が ち なの が われ わ れ

臨 床家 の 常 で あ り,最 近,特 に 各種 薬 剤に 対 す る耐 性 菌 の

出 現が 問題 に な る に したが い,わ れ わ れ の悩 み も深 割 と

なっ て い る。

今 回,わ れ われ は,セ フ ァマ イ シ ン系の 新 しい抗 生 物 質

で あ るCS-1170を 臨 床 に 応用 す る機 会 を得 た 。

CS-1170は 以 下 の特 徴 を有 して い る,

1.β-lactamase産 生菌 に対 しても強 い抗 菌 力を有 す る。

2.グ ラム 陽性,陰 性 菌 の 両 方 に感 受 性 を有す るが,特

に グ ラム 陰性 菌 には 従 来 の セ フ ァロ ス ポ リ ン系 薬 剤 よ り

強 い抗 菌 力 を 有す る。

3.indole(+) Proteus, Serratiaに も強 い抗 菌力 を有 す る。

4.高 い血 中 濃度 が 持 続 し,活 性 型 の ま ま尿 中 に排 泄

され る。

基礎 研 究 に お い て上 記 の特 徴 を有 す るCS-1170を 臨 床

に 応用 し,い さ さか の知 見 を得 た の で報 告 す る。

II.方 法

1.対 象 対 象 は 川崎 市 立 川崎 病 院 産婦 人科病 棟 に 入院

中 の患 者12名 で,年 齢 は23～70歳 に わ た り,こ の なか に

は 婦 人科 悪性 腫 瘍 を基礎 疾 患 に もつ ものが6名 含 まれ て

い る 。

尿 路 感 染 症 は8例 であ るが,パ ル ー ン カ テー テ ル留 置

あ る い は尿 管 皮 膚 移 植 術 施 行 例 の 症 例 は 含 ま れ て い な

い 。

薬剤(ペ ニ シ リン,セ フ ァロ ス ポ リン,そ の 他)ア レ

ル ギー,あ るい は その 他 の ア レ ル ギー を既 往 に もつ もの

も12例 の 中 に は 含 まれ て い な い。

2.用 法 ・用 量 患 者 の状 態,そ の 他 の 条件 に よ りワ ン

シ ョ ッ ト静 注,点 滴 静 注 そ して その 混 合 の3種 類 の投 与

方法 を行 った 。静 注 の場 合 は,糖20mlに,点 滴 の場 合 は

乳 酸 加 リンゲ ル液500m1に 溶 解 す るの を原 則 と した。

1日 投 与 量 は29を 原 則 と したが,No.10の み49と な

っ た。 投 与 圖数 も4日 ～10日 に わ た り,し たが って総 投

与 量 も最 少89か ら最 多409ま で分 布 した(Table 1)。

III.成 績

1.疾 患 別臨 床 効 果 尿 路 感 染症 は8例 であ り,そ の 臨

床効 果 をみ る と著効2例,有 効5例,や や 有効1例 とな

り,そ の有 効 率 は87.5%の 高率 とな っ た。 婦 人科 性 器 感

染疲 は3例 経験 し,有 効1例,や や 有 効1例,無 効1例

とな り。 有 効 率 は33、3%で あ っ た.ほ か に,リ ンパ 管 炎

1例 を経 験 し。そ の臨 床 効 果 は 有効 であ った(Table 2).

2,分 離 菌 別 臨床 効県 分 離 菌 をみ る とE. coliが4例,

Micrococcus 2例,Klebsiella 2例, Enterococcus 2例 で

あ っ た。E.coli, Klebsiellaの 全 例 有 効 は 。そ の抗 菌 力

か らみ て 当然 の結 果 と い え る(Table 3)。

3.総 合 臨 床 効果 総 合 臨 床効 果 は著 効2例,有 効7例,

や や 有 効2例,無 効1例 で あ り,有 効 率 は75%と な った.

IV.副 作 用

臨 床 的 に は,そ の軽 重 を問 わ ず 副 作 用 と呼 べ る よ うな

もの は1例 も経 験 しなか った。

赤 血 球 数 白血 球 数,ヘ マ トク リ ッ ト,ヘ モ グロ ビ ン,

GOT,GPT.ア ル カ リフ ォ ス フ ァ ター ゼ,BUN,ク レ

ア チ ニ ンに つ い てCS-1170投 与 前 後 の検 査値 を 調べ た 。

GPTに 若 干 の変 動 が み られ た ほか は,著 明 な変 化 は み ら

れ なか った(Fig.1, Fig.2, Fig.3)。

V.考 按

CS-1170は セ フ ァ マ イ シ ン系 の新 規 半 合 成 抗 生物 質 茎)

で,そ の 特 徴 は。 従 来 の セ フ ァ ロ ス ポ リン系抗 生 物 質 よ

リ グラ ム陰性 桿菌 に強 い 抗 菌 力 を持 ち,あ わせ て,そ れ

らが 無 効 で あ るindole(+)のProteusやSerratiaに も抗

菌 力 を有 して い る。 ま た,β-lactamaseに 強 い抵 抗 性 が

あ る こ とか ら,ペ ニ シ リン,セ フ ァ ロ スポ リン耐性 のE

coliを 初 め とす る β-1actamase産 生 菌 に も強 い 抗 菌 力

を有 して い る。

産 婦 人科 領域 の 感 染 症 の 起 炎菌 をみ て み る と,尿 路 感

染 症 だ け で な く,性 器 感 染症 に お いて も,グ ラ ム陰 性 桿

菌 の 分 離 頻 度 が高 ま って い る2)。かか る観 点 か ち,こ れ ち

菌 種 に 優 れ た抗 菌 力 を有 す る と と もに,将 来妊 婦 へ の適

用 も考 え る と,き わめ て 安 全性 の高 い抗 生 剤3)の 出現 が望

まれ てい る。

当科 でCS-1170を12例 に使 用 した とこ ろ,尿 路 感 染 症

8例 中7例 に,性 器 感 染症3例 中1例 に,リ ンパ 管 炎1

例 中1例 に 有効 と い う成 績 を得 た。 尿 路 感染 症 の起 炎菌

はい ず れ も本 剤 に 感 受 性 のE. coli, Klebsiella, Micro-

coccusで あ り,有 効 率 は87 .5%と 高 く,新 薬 シ ン ポ ジ ウ

ムの 全 国 集計4)と よ く一 致 して い る。性 器 感染 症 は33%と
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Table 2 Correlation between diagnosis and

clinical effect

Table 3 Correlation between organism and cliniehl

affect

Fig. 1 Laboratory findings

Blood examination
RBC WBC Hematocrit Hemoglobin

Fig. 2 Laboratory findings

Hepatic function

S-GOT S-GPT Al-p

有効率が低かったが,こ れは無効の2例 の起炎菌が本剤

に耐性のEnterococcusで あったためと考えられる。検討

症例が少なく,断 定はできないが,リ ンパ管炎に有効な

点と,尿 路感染症の成績も合わせ考えると性器感染症で

も起炎菌が本剤感受性のものであれば,す ぐれた臨床効

果が期待できる。また安全性の面でも,問 題のない薬剤

と考える。

Fig. 3 Laboratory findings

Renal function

BUN S-Creatinine

VI.結 論

1.12例 にCS-1170を 使 用 し,著 効2例,有 効7例,

やや 有効2例 。無効1例 を得 た 。有効 率 は75%と な っ た。

2.分 離 し得 た 菌 の なか ではE. coliとKlebsiellaに

対 し,す ぐれ た効 果 を示 した。

3,副 作 用 は1例 も経 験 しなか った 。 各種 検 査 値 は も

著 明 な 変動 は なか った 。
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CLINICAL TRIAL OF CS-1170

HIDEYO NAKAMURA, YOSHIYUKI IWATA and SHIGERU HAYASHI

Department of Obstetrics and Gynecology, Kawasaki Municipal Kawasaki Hospital

1) Twelve cases of infectious diseases in the field of obstetrics and gynecology were treated with
CS- 1170. An excellent response was obtained in 2 cases, good in 7 cases, fair in 2 cases and poor
in 1 case. The efficacy rate was 75%.

2) CS-1170 demonstrated outstanding antibacterial activity against clinically isolated strains of E.
coil and Klebsiella.

3) No side effect was observed in any of the cases treated with CS-1170, nor was there any marked
changes noted in the laboratory findings.


